
公益社団法⼈全国⽼⼈福祉施設協議会

Japanese Council of Senior Citizens Welfare Service

令和２年11⽉25⽇
労働政策審議会 職業安定分科会
労働⼒需給制度部会 ヒアリング

特別養護⽼⼈ホームにおける
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特別養護⽼⼈ホームにおける⽇雇い看護師派遣への意⾒

【現状】

• 特別養護⽼⼈ホームにおける看護師はほとんどの施設で最低でも常勤１名の看護師が配置されている。
約７割の施設で看護体制加算(Ⅱ)を算定しており、24時間オンコール体制が敷かれている(p4-6)。

• 看護職員が⾏う職務時間のなかでは「服薬管理・投薬」「その他医学的管理」「記録・カル
テ・訓練実施記録等」「バイタルチェック・健康確認」に⽐重がある(p7)。

• ⼈材派遣の業務内容として看護を利⽤しているケースも約３割存在(p10)。理由としては、
正規・⾮正規職員を募集しても集まらないこと、⼀時的な職員不⾜に対応するためとなって
いる(p11)。

• ⼊所前の居場所については、⼀般病院・診療所からの⼊所者の割合が０％である施設は
6.8％であり(p12)、様々な医学的管理・健康管理が必要な利⽤者が⼊居されている。例え
ば、経⿐経管栄養、膀胱洗浄、褥瘡、吸⼊・吸引、⼈⼯肛⾨、インシュリン投与等が必要な
利⽤者も少なからずいる(p13)。

【⽇雇い看護師を派遣することに関する意⾒】

• 特養における質の⾼いケアは、様々な専⾨職種の協働ではじめて実現される。⽇雇い看護師
は、⼀般の看護師派遣に⽐べこうした職種連携や情報伝達を⾏うことが困難となる場合があ
る他、看護師が⾏う⾏為は同⼀でも、医学的安全性にも少なくとも影響しうる可能性がある
（例えば、投薬業務について、勤続の⻑い派遣職員の看護職員であれば定常的に⾏うことか
ら誤りも少ないと想定されるが、⽇雇い看護師であれば、その⽇の指⽰を確認して投薬する
ため、誤薬のリスクも⾼まる恐れがある）。

• 他⽅で、働き⽅改⾰の動向を踏まえた看護師側のニーズがあることを踏まえつつ、例えば派
遣会社と事業者側の責任分界点を整理した対応⽅針を整理するなどにより、限定的な範囲で
捉えていくことも考えられる。
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看護職員の基準配置と加算算定状況について

• 特養の看護職員の配置は、基準配置（運営上、満たす必要があるもの）
と加算による増員等（取組を評価するもの（算定するかどうかは事業所
の任意））がなされている。

基準配置

加算

介護職員⼜は 看護師若しくは准看護師（看護職員）
• 総数で、利⽤者に対して３︓１ 看護職員の数は、利⽤者の数に応じて配置

利⽤者30⼈まで １⼈以上
利⽤者が31-50⼈まで ２⼈以上
利⽤者が51-130まで ３⼈以上 等

• そのうち１⼈以上は常勤でなければならない。
• 機能訓練指導員としての職務を担うことも可

看護体制加算（Ⅰ） ４単位/６単位 算定率 90.0％
• 常勤の看護師を１名配置していること

看護体制加算（Ⅱ） 13単位/８単位 算定率 65.5％
• 利⽤者の数25⼈に対して１⼈以上を配置しており、24時間連絡できる体制（オン
コール等）を確保していること
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特養勤務の看護師の状況

特養勤務の看護職員については、「看護師」の割合が53.2％、准看護師が43.8％と
なっている。（職種別・保有資格③看護職員（平成30年4⽉2⽇現在））

53%
44%

3%

職種別・資格保有者数（看護職員）

看護師 准看護師 無回答

※公益社団法⼈ 全国⽼⼈福祉施設協議会 第９回全国⽼⼈ホーム基礎調査（令和元年９⽉）より
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看護職員の夜勤

• ユニット型個室については、「オンコール」の割合が最も⾼く90.3％となっ
ている。次いで、「2. 夜勤なし（49.0％）」、「1. 夜勤あり
（6.3％）」となっている。

• 従来型個室、従来型多床室でも似た割合となっている。

(n=718) 

1.　夜勤あり

2.　夜勤なし

3.　オンコール

無回答

6.3%

49.0%

90.3%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(n=1144) 

1.　夜勤あり

2.　夜勤なし

3.　オンコール

無回答

3.6%

44.9%

73.3%

16.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(n=1379) 

1.　夜勤あり

2.　夜勤なし

3.　オンコール

無回答

4.8%

53.7%

83.8%

2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（ユニット型個室）

（従来型個室）

（従来型多床室）

※ 公益社団法⼈ 全国⽼⼈福祉施設協議会 「第９回全国⽼⼈ホーム基礎調査」（令和元年９⽉）より
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特養勤務の看護職員の職務状況

• 看護職員の⾏う職務時間のなかでは「服薬管理・投薬」「その他医学的
管理」「記録・カルテ・訓練実施記録等」「バイタルチェック・健康確
認」に⽐重がある。
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※ 公益社団法⼈ 全国⽼⼈福祉施設協議会「介護⽼⼈福祉施設における適切な費⽤構造に関する調査」（令和元年１⽉）
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機能訓練指導員との兼務

• 配置基準上、看護職員が機能訓練指導員との職務を兼ねることは認められている。

• 機能訓練指導員として職務を担っている資格者としては、准看護師の割合が最も⾼く、
25.5％となっており、看護師（19.3％）、理学療法⼠（15.3％）となっている。

(n=2979) 

1）医師

2）社会福祉士

3）介護福祉士

4）精神保健福祉士

5）社会福祉主事任用資格

6）看護師

7）准看護師

8）理学療法士

9）作業療法士

10）言語聴覚士

11）柔道整復師

12）あん摩マッサージ指圧師

13）歯科衛生士

14）介護職員実務者研修／ヘルパー１級

15）介護職員初任者研修／ヘルパー２級

16）管理栄養士

17）栄養士

18）保育士

19）調理師

19）-1専門調理師

19）-2調理技能士

20）その他

0.0%

0.4%

2.4%

0.0%

0.7%

19.3%

25.5%

15.3%

10.0%

1.7%

4.7%

5.1%

0.2%

0.5%

1.1%

0.2%

0.1%

0.1%

0.1%

0.0%

0.0%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

※ 公益社団法⼈ 全国⽼⼈福祉施設協議会 「第９回全国⽼⼈ホーム基礎調査」（令和元年９⽉）より
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定年後の再雇⽤職員実⼈数

• 定年後の再雇⽤職員の実⼈数について、看護職員では０⼈が69.9⼈、１
⼈が16.1％、２⼈が4.2％と続いており、定年後の再雇⽤先として特養が
寄与している側⾯がある。

1 ）施設長 (n=1914)

2 ）医師 (n=1914)

3 ）歯科医師 (n=1914)

4 ）生活相談員 (n=1914)

5 ）看護職員 (n=1914)

6 ）介護職員 (n=1914)

7 ）管理栄養士 (n=1914)

8 ）栄養士 (n=1914)

9 ）歯科衛生士 (n=1914)

10）機能訓練指導員 (n=1914)

11）介護支援専門員 (n=1914)

12）調理員 (n=1914)

13）事務職員 (n=1914)

14）その他 (n=1914)

83.0%

90.5%

91.4%

89.1%

69.9%

54.5%

89.6%

90.9%

91.3%

87.9%

86.3%

82.1%

83.4%

82.0%

8.5%

2.3%

16.1%

20.0%

2.0%

3.5%

4.8%

6.5%

7.3%

5.6%

4.2%

8.3%

1.6%

1.7%

4.2%

1.7%

8.5%

8.5%

8.5%

8.5%

8.5%

8.5%

8.5%

8.5%

8.5%

8.5%

8.5%

8.5%

8.5%

8.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

０人 １人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人 ７人 ８人 ９人 １０人以上 無回答

※ 公益社団法⼈ 全国⽼⼈福祉施設協議会 「第９回全国⽼⼈ホーム基礎調査」（令和元年９⽉）より
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⼈材派遣の業務内容

• ⼈材派遣業者を利⽤している業務として、看護も27.0％となっている。

(n=551) 

1.　食事

2.　清掃

3.　リネン

4.　介護

5.　看護

6.　送迎

7.　警備業務

8.　各種設備保守

9.　廃棄物処理

10. 　事務：請求代行

11. 　事務：宿直

12. 　事務：運転手

無回答

20.5%

17.6%

13.2%

72.8%

27.0%

3.6%

2.0%

1.1%

0.7%

3.3%

8.7%

2.2%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

※ 公益社団法⼈ 全国⽼⼈福祉施設協議会 「第９回全国⽼⼈ホーム基礎調査」（令和元年９⽉）より
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派遣職員を活⽤している理由

• 派遣職員を活⽤している理由については、「正職員・⾮正規職員を募集
しても集まらないため」の割合が最も⾼く74.8％となっている。次いで、
「2. ⼀時的な職員不⾜に対応するため（47.7％）」、「5. 職員を⾼
度な仕事に集中させるため（7.8％）」となっている。

(n=551) 

1.　正職員・非正規職員を募集しても集まらないため

2.　一時的な職員不足に対応するため

3.　人件費・教育訓練費用の削減や抑制のため

4.　専門的な能力を有する人材を確保するため

5.　職員を高度な仕事に集中させるため

6.　その他

無回答

74.8%

47.7%

5.8%

6.5%

7.8%

6.9%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

※ 公益社団法⼈ 全国⽼⼈福祉施設協議会 「第９回全国⽼⼈ホーム基礎調査」（令和元年９⽉）より
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⼊所前の居場所

• ⼊所前の居場所で病院・診療所からの⼊所が0％である施設はほとんどな
い。つまり、様々な健康管理が必要な利⽤者が⼊居されている。

1 ）自宅 (n=1914)

2 ）子ども・親族の家 (n=1914)

3 ）病院・診療所【一般】（入院） (n=1914)

4 ）病院・診療所【精神】（入院） (n=1914)

5 ）介護老人保健施設 (n=1914)

6 ）介護療養型医療施設 (n=1914)

7 ）認知症対応型共同生活介護（グループ
ホーム）

(n=1914)

8 ）他の特別養護老人ホーム (n=1914)

9 ）養護老人ホーム (n=1914)

10）軽費老人ホーム (n=1914)

11）ケアハウス (n=1914)

12）有料老人ホーム (n=1914)

13）サービス付き高齢者向け住宅 (n=1914)

14）刑事施設（刑務所、拘置所等） (n=1914)

15）その他 (n=1914)

16）不明 (n=1914)

2.1%

65.4%

6.8%

45.3%

7.3%

69.5%

28.8%

62.7%

76.2%

91.8%

75.4%

48.7%

67.2%

96.9%

68.1%

91.2%

7.8%

17.7%

29.0%

45.1%

19.5%

22.1%

56.6%

31.2%

19.4%

5.1%

19.8%

41.2%

27.9%

18.4%

3.7%

12.4%

7.9%

30.3%

5.6%

22.5%

4.3%

10.4%

2.4%

1.4%

1.5%

5.9%

1.7%

3.7%

17.1%

3.1%

15.8%

20.4%

1.1%

1.1%

2.0%

17.1%

1.7%

7.6%

15.2%

1.4%

14.2%

4.5%

7.3%

1.0%

12.0%

1.4%

3.1%

7.5%

1.0%

3.6%2.2%

2.9%

2.9%

2.9%

2.9%

2.9%

2.9%

2.9%

2.9%

2.9%

2.9%

2.9%

2.9%

2.9%

2.9%

2.9%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

０％ １０％未満 １０～２０％未満 ２０～３０％未満 ３０～４０％未満

４０～５０％未満 ５０～６０％未満 ６０～７０％未満 ７０～８０％未満 ８０～９０％未満

９０～１００％未満 １００％ 無回答

※ 公益社団法⼈ 全国⽼⼈福祉施設協議会 「第９回全国⽼⼈ホーム基礎調査」（令和元年９⽉）より
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医療処置等の実施が必要な⼊所者数
• 「1）経⿐栄養・胃ろう・経腸栄養」の割合に着⽬すると0％を除き「10％未
満」の割合が最も⾼く、52.8％となっている。

• 「3）膀胱洗浄、膀胱留置カテーテルの管理」の割合に着⽬すると、0％を除
き「10％未満」の割合が最も⾼く、61.4％となっている。

1 ）経鼻栄養・胃ろう・経腸栄養 (n=1914)

2 ）注射・点滴 (n=1914)

3 ）膀胱洗浄、膀胱留置カテーテルの管理 (n=1914)

4 ）じょく瘡、創傷部処置 (n=1914)

5 ）吸入・吸引 (n=1914)

6 ）浣腸、摘便 (n=1914)

7 ）中心静脈栄養 (n=1914)

8 ）人工肛門、人工膀胱等の管理 (n=1914)

9 ）酸素療法管理（在宅酸素、酸素吸入） (n=1914)

10）慢性疼痛の管理（がん末期を除く） (n=1914)

11）がん末期の疼痛管理 (n=1914)

12）人工呼吸器の管理 (n=1914)

13）インシュリン投与 (n=1914)

14）その他 (n=1914)

14.3%

73.6%

27.1%

32.2%

30.3%

43.7%

96.2%

65.0%

67.7%

87.9%

94.5%

97.3%

59.2%

95.1%

52.8%

22.2%

61.4%

54.4%

46.1%

30.5%

1.4%

32.9%

29.0%

8.3%

3.3%

38.0%

2.0%

23.4%

1.8%

8.0%

8.2%

15.6%

10.9%

1.0%

1.2%

6.0%

1.1%

2.3%

4.4%

5.4%

1.1%

2.4% 1.6%1.2%1.0%

2.1%

2.1%

2.1%

2.1%

2.1%

2.1%

2.1%

2.1%

2.1%

2.1%

2.1%

2.1%

2.1%

2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

０％ １０％未満 １０～２０％未満 ２０～３０％未満 ３０～４０％未満

４０～５０％未満 ５０～６０％未満 ６０～７０％未満 ７０～８０％未満 ８０～９０％未満

９０～１００％未満 １００％ 無回答

※ 公益社団法⼈ 全国⽼⼈福祉施設協議会 「第９回全国⽼⼈ホーム基礎調査」（令和元年９⽉）より
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主な疾患別・⼊所者数
• 「脳⾎管疾患」の割合に着⽬すると0％を除き「30〜40％未満」の割合が最
も⾼く、22.9％となっている。

• また「糖尿病」の割合に着⽬すると0％を除き「10〜20％未満」の割合が最
も⾼くなっている。

1 ）脳血管疾患 (n=1914)

2 ）心疾患 (n=1914)

3 ）糖尿病 (n=1914)

4 ）うつ・躁うつ (n=1914)

5 ）うつ・躁うつ以外の精神疾患 (n=1914)

6 ）高血圧症 (n=1914)

7 ）がん (n=1914)

8 ）その他 (n=1914)

4.3%

7.1%

6.9%

27.6%

24.1%

8.2%

30.7%

54.1%

4.0%

19.7%

34.3%

58.4%

43.8%

9.7%

53.0%

14.8%

12.8%

29.5%

40.3%

7.2%

10.9%

11.8%

9.2%

6.7%

20.7%

20.6%

10.9%

4.5%

13.4%

4.1%

22.9%

11.0%

1.1%

3.8%

14.4%

4.0%

14.7%

3.4%

3.0%

15.0%

2.7%

8.0%

1.6%

2.0%

12.1%

2.7%

3.1%

6.1%

1.7%

2.0%

2.1%

1.4%

1.1%

1.2%

5.7%

5.7%

5.8%

5.8%

5.7%

5.7%

5.7%

6.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

０％ １０％未満 １０～２０％未満 ２０～３０％未満 ３０～４０％未満

４０～５０％未満 ５０～６０％未満 ６０～７０％未満 ７０～８０％未満 ８０～９０％未満

９０～１００％未満 １００％ 無回答

※ 公益社団法⼈ 全国⽼⼈福祉施設協議会 「第９回全国⽼⼈ホーム基礎調査」（令和元年９⽉）より
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⼊院者数
• 「内科」の割合に着⽬すると「1〜9⼈」の割合が最も⾼く、25.7％となって
いる。

• 「外科」の割合に着⽬すると0％を除き「1〜9⼈」の割合が最も⾼く、
48.3％となっている。

1 ）内科（人） (n=1914)

2 ）外科（人） (n=1914)

3 ）呼吸器科（人） (n=1914)

4 ）循環器科（人） (n=1914)

5 ）精神科（人） (n=1914)

6 ）その他（人） (n=1914)

5.9%

35.8%

63.0%

58.2%

73.2%

52.2%

25.7%

48.3%

21.5%

32.0%

20.1%

35.2%

18.9%

4.2%

6.1%

1.6%

3.6%

13.0%

1.5%

1.9%

7.2%

1.1%

4.0%3.5% 2.5%1.5%1.0%2.5%

1.6%

13.7%

4.6%

5.0%

4.2%

4.0%

4.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

０人 １～９人 １０～１９人 ２０～２９人 ３０～３９人 ４０～４９人 ５０～５９人

６０～６９人 ７０～７９人 ８０～８９人 ９０～９９人 １００人以上 無回答

※ 公益社団法⼈ 全国⽼⼈福祉施設協議会 「第９回全国⽼⼈ホーム基礎調査」（令和元年９⽉）より




